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 [Overview and purpose of the course]
人文地理学とは、地表上で生じるさまざまな人文現象を地域や空間といった視点に重きをおきなが
ら考察する学問である。この授業では、多岐にわたる人文地理学の対象の中から、都市・人口を扱
う都市地理学を取り上げ、基礎的理論、視点と方法、近年の動向を学ぶ。主に近代以降の国内外の
都市について、その発展メカニズムや空間構造の多様性、都市の諸課題とその背景を理解し、都市
が今後どのようにあるべきかを自ら考えることができるようになることを目的とする。

 [Course objectives]
人文地理学、特に都市・人口を扱う地理学の理論、視点と方法、近年の動向を学び、近現代の都市
・人口の地理的特徴について、発展メカニズムや空間構造の多様性と変化について、自分の言葉で
説明することができるようになる。

 [Course schedule and contents)]
授業の進行状況や時事動向に応じて、順番やテーマを変更することがある。

第１回 概要説明、人文地理学と都市・人口への視座
第２回 産業革命と近代都市：イギリス
第３回 アメリカの近代都市と都市理論
第４回 東京の近代都市空間構造
第5回 都市圏の形成：都市の定義、都市圏
第6回 古典的理論(1)：クリスタラーの中心地理論
第7回 古典的理論(2)：地代曲線、チューネンの農業立地論
第8回 戦後日本の都市居住問題
第9回 フォーディズムと都市
第10回 ネオフォーディズム都市と格差の空間
第11回 都市の空間構造：ライフコースと規範
第12回 都市のデイリーリズム(1)：時間地理学の基礎
第13回 都市のデイリーリズム(2)：時間地理学の応用可能性
第14回 現代都市空間をめぐるトピック
第15回 フィードバック（フィードバック期間中に行う）
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人文地理学(2)

 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
平常点100％（小テスト80％、リアクションペーパー20％）
小テストの実施時期や方法についてはガイダンスで説明する。

 [Textbooks]
藤井正・神谷浩夫編著 『よくわかる都市地理学』（ミネルヴァ書房、2014年）
 [References, etc.]
  （References, etc.）
中澤高志 『住まいと仕事の地理学』（2019、旬報社）
ノックス、 P & ピンチ、 S 『都市社会地理学 改訂新版』（2013、古今書院）
吉田容子・影山穂波編著 『ジェンダーの視点でよむ都市空間』（2024、古今書院）

 [Study outside of class (preparation and review)]
予習：授業で取り上げるテーマについて、関連する文献や新聞記事を読み論点や疑問点を整理して
おくこと。
復習：授業で述べた内容をふまえて資料やノートを読み直しておくこと。小課題を完成させること。

 [Other information (office hours, etc.)]
小テストなど適切なフィードバックが実施できる規模に履修制限を行う。とくに履修を希望する学
生には事前課題による「教員推薦」を行う予定。

生成AIの使用制限: 課題や評価に関わる成果物のいかなる部分も、生成AIによって生成、作成、製
作してはなりません。提出が求められるすべての課題は学生自身が作成したものでなければならず、
生成 AI を使用して評価に使用される課題や成果物を作成することは厳格に禁止されています。た
だし、自らの学習を補助するために、概念の探究を行うこと、説明を受けること、内容を翻訳する
こと、については、生成AIを使用することができます。使用する場合には、「京都大学の教育・学
修におけるAIの利用について」のガイドラインを遵守し、誤情報やバイアス等のリスクが含まれる
ことを念頭におき、根拠資料・一次情報の確認をすること。

 [Essential courses]
Faculty of Integrated Human Studies


